
 

 
 

 

【韓国】 総合指数は週間で 0.4％高と反発、半島情勢懸念で今週も上値重いか 

先週の動き／今週の展望 

総合指数は週間で 0.4％高と反発した。週明け 15 日は新型コロナウイルスの感染「第 2 波」への警戒感が広がる中、

中国の経済指標の一部が市場予想を下回ったことが嫌気され、前週末比 4.8％安と大幅に 3日続落。翌 16日は FRBによ

る社債購入計画を受けて投資家のリスク選好姿勢が強まり、

5.3％高と大幅反発したものの、北朝鮮が 16日に開城（ケソン）

にある南北共同連絡事務所を爆破したと伝わり、17日以降は地

政学的リスクが意識されて上値は重かった。今週も引き続き上

値の重い展開が続くか。韓国でもソウル周辺で新型コロナの感

染者が再び増加に転じている。積極的な買い材料が見当たらな

い中、北朝鮮は今後も軍事的な挑発を続けるとみられ、両国関

係の緊迫化への懸念が相場の重しとなりそうだ。 

 

【ロシア】 RTS指数は週間で 0.9％高と反発、今週も原油相場の動向が影響か 

先週の動き／今週の展望 

RTS 株価指数は週間で 0.9％高と反発。前週の大幅安の反動や原油相場の上昇、政策金利の引き下げが支援となった

が、新型コロナ感染拡大第 2 波への警戒感が重しとなり、反発は限定的だった。前週に 4 週ぶりに反落した指数は週明

け 15 日に前営業日比 1.3％安と 4 日続落したものの、16 日は

欧米株高や原油相場の上昇を好感し 1.7％高と反発。17－18日

に続落した後、19日はロシア中央銀行が政策金利を 5.5％から

4.5％に引き下げたことや原油相場の上昇が好感されて指数は

1.5％高と 3 日ぶりに反発し、週間でもプラス圏に浮上した。

個別では鉄鋼のノボリペツク製鉄所、エネルギーのルクオイル

が 2％超上昇した一方、資源のGMKノリルスクニッケルが 2％

超下落した。今週も原油相場や欧米株価をにらんだ展開か。 

 

【ベトナム】 ベトナム指数は週間で 0.6％高と反発、今週も欧米株価に左右される

か 

先週の動き／今週の展望 

VN 指数は週間で 0.6％高と反発。新型コロナ感染拡大第 2 波の警戒感から週初に急落したものの、米 FRB の積極的

な金融政策が好感される中で不動産株の上昇が追い風となり、盛り返した。前週に 6 週ぶりに反落した指数は週明け 15

日もコロナ感染拡大第 2 波の警戒感で前営業日比 3.6％安と大

幅続落。ただ、16日は FRBが個別企業の社債購入などの支援

策を発表したことが好感され、指数は 2.8％高と 4 日ぶりに反

発。19 日も不動産株などが買われ指数は 1.6％高となり、週間

でもプラス圏で終えた。個別ではサイゴンビール・アルコール

飲料、テクコムバンクなどが大きく下落した半面、不動産のビ

ングループが 6.0％高、鉄鋼のホア・ファット・グループが 3.2％

高と指数を押し上げた。今週も欧米株価に左右される展開か。 
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【インドネシア】 
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【先週の動き／今週の展望】ジャカルタ総合指数は 1.3％

高、米 FRBの社債購入制度を好感 

ジャカルタ総合指数は週間で 1.3％高と反発。外部要因が指

数を支えた。週初の 15 日は 5 月の輸出入額が記録的な落ち込

みとなった影響で売られ、指数は終値で前営業日比 1.3％安と

反落。一方、16日は米 FRBが社債購入制度を発表した効果で

前日の NY ダウが上昇した流れを引き継ぎ、前日比 3.5％高と

急反発した。17 日は小幅に続伸したが、18 日は中央銀行が政

策金利を市場予想通り 0.25％引き下げ、4.25％に設定したもの

の買い材料視されず、指数は前日比 1.3％安と 3日ぶりに反落。

ただ、19日には小幅に反発して引けた。今週は 26日にオンラ

インで開催される ASEAN首脳会議の内容が意識されそうだ。 
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【先週の動き／今週の展望】ストレーツタイムズ指数は

1.9％安、都市封鎖の再導入懸念が重し 

ストレーツタイムズ指数は週間で 1.9％安と続落。新型コロ

ナウイルスの感染第 2波に対する脅威が重しとなった。週初の

15日は、米中両国での感染者増加を受け、都市封鎖の再導入に

対する懸念が広がった影響で、指数は前営業日比 2.6％安と 3

日続落。一方、16日は政府が前日に経済活動の制限を 19日に

大幅緩和すると発表したことが好感され、前日比 2.0％高と反

発した。その後は 18 日まで小幅なレンジでの値動きが続いた

が、19日は世界全体での感染拡大が続いている影響で売り優勢

の展開となり、終値で前日比 1.2％安と続落して引けた。今週

は 23日に 5月の CPI、26日に鉱工業生産が発表される予定。 

 

【先週の動き／今週の展望】SET 指数は 0.8％安、今週は

24日に中央銀行が金融政策決定会合を開催 

SET 指数は週間で 0.8％安と続落。外部要因による週初の下

落が痛手で伸び悩んだ。15日は夜間外出禁止令が 2カ月半ぶり

に解除され、国内の経済活動再開が進んだものの、中国の 5月

の固定資産投資と鉱工業生産、小売売上高が市場予想から下振

れた影響などで、指数は前営業日比 2.9％安と 3日続落。一方、

16日に前日比 1.9％高と反発すると、17日は前日の NYダウが

大幅に上昇した流れを引き継ぎ続伸した。ただ、週後半は買い

材料に乏しく、19 日まで続落して取引を終えている。今週は

24日に 5月の貿易統計（通関ベース）と鉱工業生産が発表され

るほか、中央銀行が定例の金融政策決定会合を開催する予定。 

 

【先週の動き／今週の展望】クアラルンプール総合指数は

2.5％安、中国での感染第 2波懸念を嫌気 

クアラルンプール総合指数は週間で 2.5％安と続落。週初の

下落が響いた。15 日は中国で新型コロナウイルスの感染第 2

波に対する警戒感が強まったことに加え、NY ダウ先物の急落

も嫌気され、指数は終値で前営業日比 3.1％安と節目の 1500ポ

イントを小幅に割り込んだ。ただ、16日に寄り付きでこの水準

を回復し、終値で 4日ぶりに反発すると、17日は一部のリゾー

ト施設の営業再開を翌日に控えたゲンティン系の 2社が指数上

昇をけん引。18日は北京での感染者増加が売り材料となり反落

したが、19日は米中貿易協議の進展に対する期待感から反発し

て引けている。今週は 24日に 5月の CPIが発表される予定。 
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